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ヒメ トビウンカに対するカマバチの年次別季節別寄生率

小 山健:二 ・高 山隆夫*・ 三橋 淳**・ 岸野賢一

儂 業環境技術研究所 ・*群馬県農業総合試験場 ・**林業試験場)

ウ ン カの有力 な天敵 を含 むカマ バ チ科Dryinidaeに

は,日 本 で は現在 まで に6種 類 が知 られ てい る。 その

うち ヒメ トビ ウ ンカ に寄 生 す るカマバ チ と して は,ク

ロハ ラ カマ バ チHaplogonatopus atratus Esaki et Hashi-

moto(江 崎 ・橋 本,1932),セ グロ カマ バ チEchthrodel-

phax bicolor Esaki et Hashimoto(江 崎 ・鮫 島,1940),

トビ イ ロ カ マ バ チHaplogonatopus japonicus Esaki et

Hashimoto(江 崎 ・橋 本,1935),ア リモ ドキバ チPa-

ragonatopus fulgori Nakagawa(中 川,1906)の4種 類

が報告 されて い る。今 回は,以 上4種 の カマバ チの う

ち,ど の種 類 のハ チが ヒメ トビウ ンカに寄生 してい る

か を,群 馬 県館林 市 と前橋 市 の2か 所 で,1983年12月

よ り1986年6月 まで調 査 した結 果 を報告 す る。本 文 に

入 るに先 だち カマバ チの 同定 を してい ただ いた元 農業

環境 技術 研 究所昆 虫管 理科技 官 の福 原楢 男氏 に深 くお

礼 申 し上 げる。

材 料 および 方法

群 馬県 館林 市 当郷 と前 橋市 江木 町 の2か 所 よ りヒメ

トビウ ンカを採集 し,採 集2日 目よ り芽 出 しイ ネを餌

と して径18mm,高 さ100mmの 小 型 ガ ラス試 験 管 内 で個

体飼 育 した。飼 育 は温度25℃,16時 間照 明の長 日条件

下で行 った。 こう して飼 育 中に ヒメ トビウ ンカに寄 生

して いた カマバ チ の種類 と寄 生 数 を調 査 した 。 カマバ

チの 寄 生 の確 認 は ヒメ トビ ウ ン カの腹 部 に突 起 が 生

じ,肉 眼で み え るよ うに なった 時点 で行 った 。

第1表 ヒメ トビウ ンカに対す るカマバチの年次別季節別寄生率

結 果 および 考 察

ヒメ トビウ ンカ に寄生 してい た カマバチ の寄 生率 を

第1表 に示す 。成 虫 に な ったカ マバチ の種 類 は,す べ

て ク ロハ ラカマ バチ で,セ グロ カマバ チ,ト ビイ ロカ

マバ チ お よび ア リモ ドキ バチ は確認 出来 なか った。

以 上 の結 果,今 回 の2か 所 の採集 地点 で は,ク ロハ

ラカマバ チ の寄生 率 は,最 低27%,最 高53%で あ った

ので,ヒ メ トビウ ンカの天 敵 と して このハ チが有 力 に

働 い てい る こ とが 明 らか にな った。 また,年 次 と季節

に よる寄生 率 に は一定 の傾 向 はみ られ なか った。小 山

ら(1986)は,ヒ メ トビウ ンカの越冬 期 の寄 生性 天敵

を調査 した結果,ク ロハ ラカマ バチ が多 数寄 生 してお

り,そ の寄 生率 は34%を 示 し,今 回 の調査 と同程度 の

寄 生率 で あ った。 ク ロハ ラカマ バチ の雌成 虫 は,宿 主

(ヒメ トビウ ン カ)に 産卵 し寄 生 す る ばか りで な く捕

食 もす るので,そ の生理 ・生 態 的特性 が解 明 され れば,

生物 的 防除 に利 用 す るこ と も可 能 にな るであ ろ う。
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